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水稲の湛水土中直播

栽培の問題点〈その 2)

前号においては，寒冷地におけるこの栽培法の危険性

について記したが，本号では直掃の可能性の高い地域で

の問題点について記したい。

2. 湛水土中直播栽培と発芽苗立

発芽苗立に関係する要因として考えられていることは

①土中の温度，②土壌中の有機物の分解等による土壌還

元，③浸漬籾にカルパー被覆後10日以上を経て播いた場

合，④播種後発芽までに長びく場合の籾の腐敗，⑤烏害

や虫害による場合等である。発芽苗立ちの問題は，作物

栽培の出発点であるので，事項毎に検討をし，その障害

を除去しなければならない。

(1) 有機物の施用による発芽商立の障害

種子が発芽し，茎葉や根が発生上生育していくために

表1 麦稗の施用と発芽苗立の試験成績

(千葉県農業試験場・昭和58年)

施交川 fFift すきこみ iltJR i!?tbチ11‘ソソtti if.i fJll)量 予E~弓4 {/i立系
試験 lズ名

(10a リ) 施lfJJVJ (10a 当り) % % 11 kg U!.i純!日1) kg 

変科300K511liij施Hj 300 -51'1 。 68 63 

壌 rnl U5L1iiij施月!、 300 1511 。 82 80 

|員]ト5日iiij手口氏チソソ 300 5 H 9 50 45 

i 問 U5rIiiij 300 15 H 9 52 52 

変 fl，¥ 1!¥F， iJ1!i )IJ [.，( 。 1511 。 58 58 

{沙麦干'，¥300K15Jl HIj胞fIj 300 -15f1 。 65 58 

rnl _IAil*チソソ 300 1511 9 50 48 

1: 支払¥1~f. Jj包)jj[玖 。 -1511 。 47 45 

C注) (1)この試験は1!2000aワグナーポット試験 (2)は穏期6月

14日 品種コシヒカリ (3)有機物には麦得の外に乾燥牛糞

区もあるが発芽障害はなかった (4)土壌は千葉県農試水田

土嬢(乾土効果16-17)砂土は九十九里の水田土嬢

は，種子に貯蔵されている養分を酸素により分

解し，新しい物質を造り，これを移動し新しし、

幼植物を造っていくことになる。酸素が充分あ

る畑では，酸素の補給に困らないが，水田では

空気が水により遮断され，酸素の供給が不足す

る。湛水土中直播の場合には，必要な酸素を別

に供給してやらなければならなし、。この方法と

して過酸化石灰を使用するわけである。すなわ

ち種子に付属している過酸化石灰が水中で水と

作用して酸素が発生する。しかし種子の周辺の

土壌中に分解し易い有機物が沢山含んでいたり

外から分解し易い有機物が施されればカルパー
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から発生する酸素は有機物の分解のため消費され，籾の

周囲は酸素不足となり，種籾の発芽が悪くなるはずであ

る。

全農はこの点を考え58年に千葉・滋賀および福岡の 3

県農業試験場にお願いしてこの試験を実施した。

このうち千葉県の分は表ー1の通札乾燥牛糞は苗立

率が71ー75%で障害がなく，麦梓区も差したる障害がな

し、。

ところが石灰チッソ添加により，発芽苗立が著しく低

下した。これは石灰チッソの添加により，急速に麦稗の

分解が進み，土壌の還元が進んだためで、あろう。麦稗を

入れないものも，発芽苗立ちが良くなし、。

この理由は明でないが，ポット試験であるので，土を

ポヅトに詰めるまでに，土が 1部乾燥し，土壌の乾土効

果等が出て，土壌有機物が湛水と共に急に分解し，一時

的に還元になったので、あるまいか。土壌の差についてみ

ると，麦稗施用区では，砂土の方が多少発芽苗立は低い

が麦稗の分解が砂土の方が早いためであろう。

福岡農業試験場の試験は岡場で行われ，播種6月29日

である。この頃の気温は250Cくらいで，易分解性有機物

を施せば盛んVこ還元醗酵が行われる温度で、ある。施した

厩肥は切返しを行った堆肥で、あり，易分解性有機物は少

くなっている筈である。 7月6日のEh6をみると，易分

解性の麦稗区は， 105からー108になっている。

ところが有機物無施用区はー23であり，麦稗400kg， 

石灰チッソ添加区も 7月4日から芽干を行っている区は

-30で，無施用と変らなし、。

表2 有機物の施用と出芽首立試験成績
(福岡農業試験場 後分場・昭和58年)

l壌Eh6 11'， '!J・ ~t，; 帰椛16日後のノ1:育
験 lメ γt (7「%1 1511) Wi.~ 業数 乾(地物|舟TE;) 7 JJ 6 11 7 JJ 1311 cm 

1I1E 施 tfl - 23 80 52 17.3 3.6 27. gg 

版)j~ 1トン/10afU信 3 11 56 17.2 3.6 29.7 

" 3トン/10afUお 3 ri - 43 - 52 57 16.9 3.5 26.6 

[.iJ H 13日 - 42 80 49 17.7 3.6 30.0 

女科 400kg/10a-3日 -105 115 24 13.7 3.0 16.0 

liiJ 1'. fil天チッソー13FI -108 110 26 14.4 3.3 18. 9 

liiJ ，1'. 強:月:["--13 H - 30 80 37 17.4 3，6 27.8 

(注) (1)}番種6月29日 (2)芽干※印7.4-7.9その他7月7日-7月9日 (3)除草剤
散布せず (4) 1区面積 1m2 (5)試験区名でー3日とあるは播種の 3目前に

有機物施用 (6)石灰チッソ区の石灰チッソ添加量は20k/l0a
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また厩肥 3トン区の Ehは-43位で，麦

稗区より著しく高い。発芽率からみても無

施用区と厩肥区は，大体50%位である。と

ころが麦稗区は20%代である。麦手早施用強

芽干区は37%である。強芽干区の発芽率が

7月13日までの Eh6が高いのに37%と低い

ということは，更に検討の要があろう。

(2) 芽干しによる発芽苗立障害の軽減

水田土壌は大気にさらすことにより，急

速に空気が表層に入り，また有機物を分解

する。表-2 の稗麦~400 kg施用区で、も強い

芽干しを実施すると 7日後にEh6は麦稗無

第 1図 力}[..パー粉衣後の播種目数と出芽率

福岡農業試験場 後分場成績(昭和58年〕

表3 初期の水管理と出芽苗立

(福岡農業試験場筑後分場・昭和田年)

茅卜 !I'，.~.:ヰ1 J耐'T¥27FIの'1:背
験 lメ;

終 rn'J % 車生;
来*/m数z 乾(Jt!!物|部重) 

(備 考)

cm 

'iif; 1"1' i降水 26 27.8 258 16.0 J評』軍主116111511 

/I'，=!{:始後5-711!-fT 第1195 41 26.2 291 18.7 11乏1m' 2 j.土Ocm 

|両l 1'.5 -1011 W 1・ 4第-15c1定m 47 29.8 413 29.0 

第一策1.5cm後8-9Hf.fT 2第-13及cm、 38 28.3 311 20.6 

1}11 1'.8 -13日当':T
m~î"2 中主

36 28.7 338 22.7 12cm 

jjl;令1.8I，'(1:10cm後12-131H・l' 同 1: 32 26.7 274 16.9 

J需的811i走5-711 5rT 第1135 20 27.7 183 10.8 Ocm 
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カルパー粉衣後の日数

注 白ぬきの符号は第1回熔種のもので，は積深度 1~1. 5cm 

~丸入りの H 第 2 回 11 11 O. 5~lcm 

翌日播種するよう指導されている o ところでカノレノミー粉

衣種子を当日播， 5日後， 10日後， 15日後に播種した場

合の発芽率を調べた結果を図示すると次の通りである。

①乾籾に粉衣したものは， 20日後に播種しても発芽率

が低下しない。ところが4日浸潰して粉衣したものは，

当日播でも10%余，発芽率が下がる。 5日後播種では乾

籾粉衣に対して20%余， 4日浸漬粉衣の当日播に比して

も数%， 10日後播では更に10%余， 14日後播では当日播

に比し20%も発芽率が低下している。 3日浸漬カルパー

粉衣は4日浸演の場合より発芽率低下の程度は少ない。

籾に含む水分の量と深し、関係があるようである。カルパ

ーの中には大体Ca(OH)2 で 15~30 %含み，更に水と

Ca02が作用すれば Ca(OH)2が増加する。而して Ca

(OH)2のpHは 12.4位あり，強アルカリである。この

強アルカりが発芽苗立に少からず影響すると思われる。

検討を要する問題である。

表4 稚苗移植栽培法と湛水土中直播

栽培法試験での収量調査
(昭和58年)

施用区に近くなる。また表-3によると，出芽の始めか

ら5ー7日芽干しすると，出芽率が相当上っている。し

かし発芽率の最も高い区でも50%に満たない。その原因

を検討の要がある。

(3) 温度と発芽との関係

籾の発芽と温度との関係，特に低温の時に大きし、。地

下10mmに播種した場合， 60%まで発芽する日数をみると

13
0

Cでは16日， 16
0

Cでは8日， 190Cで5日， 230Cで4日

かかる。カルパー粉衣しないと13
0

Cと16
0

Cと19
0

Cでは， 3. 移植栽培と湛水土中直栽培の収量

60%に達しなし、。ただ土壌の表面播種の場合は13
0

C区で、 この直採栽培法は発足以来期聞が浅く，目標とする栽

も11日でX60%の発芽率に達する。 培態形も未定で目下試験中である。今後合理的栽培法も

(4) カルパー粉衣後の播種目数と出芽率 決まるものと思う。今の段階での玄米収量を比較すると

湛水土中直播栽培法においては乾籾を水に浸潰して鳩 表-4の通りである。

胸程度ーとしカルパーで粉衣し，これを粉衣当日または

験lメー IdT¥Wilヤl¥lu ¥h ¥ l 
静f，¥';J 出 III!¥ /oli 熊本 f 来 tM f，¥';J 

(，¥(イt.Jli'i) (コシヒ力リ) (11本JlN) (ヒヨクモチ) (コシヒウリ) (ニシホ7レ)

[1'1 .!L:米市¥(AI 440kg 544 430 552 452 585 

J信 jコら ili 711kg 778 744 555 

干事 二五米市(31 455kg 625 450 581 550 618 

M わ i') iTi 586kg 788 839 562 

(AIー (31 ム 151沼 ム 81 ム 20 ム 29 ム 98 ム 33


